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機
状
況
下
に
あ
る
思
春
期
の
女
の
子
た

ち

※

』を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

過
酷
な
状
況
下
に
あ
る
女
の
子
た
ち
が
、

深
刻
な
人
権
侵
害
に
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
、
そ
れ
に
対
し
て
国
際
社
会
の
関
心

が
低
い
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
に
は
、『
都
市
に
ひ
そ

む
危
険※

』
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
で
、
都
市

部
で
暮
ら
す
女
の
子
や
若
い
女
性
が
、

日
常
生
活
の
な
か
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
虐
待
な
ど
に
あ
っ
て

い
る
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
暴
力
や

虐
待
に
よ
り
女
の
子
た
ち
は
自
信
を
な

く
し
た
り
、
自
分
の
可
能
性
を
見
失
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
国

際
社
会
は
こ
う
し
た
女
の
子
た
ち
の
意

見
を
受
け
入
れ
、
対
応
し
て
い
く
責
任

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
経
済
格
差
の
広
が
り
や
自
国
第
一

主
義
が
世
界
を
分
断
し
か
ね
な
い
な
か
、

不
安
や
挫
折
感
を
感
じ
る
こ
と
は
?

ア
ン
ネ　

世
界
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
速
さ

で
変
化
し
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
や
不
平

等
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
拡
大
、
自
由

主
義
や
民
主
主
義
の
危
機
…
…
。
途
上

国
だ
か
ら
先
進
国
だ
か
ら
と
い
っ
た
境

目
も
な
く
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
誰
も
今
後
ど
う
な
る
か
想
像
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
確
か
に
不
安
で
す
が
、

同
時
に
私
た
ち
に
希
望
を
与
え
る
は
ず

で
す
。
混
乱
の
な
か
に
は
、
物
事
を
新

た
な
視
点
で
見
直
す
機
会
、
よ
り
よ
い

方
向
に
変
え
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
私
た
ち
、
プ
ラ
ン
が
そ
の
解
決
の

一
端
を
担
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

―
―
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
も
き
っ
か
け
に
、
女
の
子
の
パ
ワ
ー

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ネ　

最
近
、
ひ
と
り
の
女
の
子
が

世
界
を
動
か
し
た
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2
0
1
8
年
夏
、
当
時
15
歳
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
少
女
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ

リ
さ
ん
が
、
気
候
変
動
へ
の
政
府
の
対

応
に
対
し
て
、
議
会
前
で
2
週
間
の
座

り
込
み
を
し
て
抗
議
し
ま
し
た
。
そ
の

行
動
は
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
2
0
1
9
年

の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
で

も
ス
ピ
ー
チ
し
た
彼
女
は
、
気
候
変
動

の
問
題
に
対
す
る
大
人
の
責
任
を
問
い
、

次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。「
大
人
の

皆
さ
ん
、
ど
う
か
楽
観
的
に
な
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
行
動
を
起
こ
し
て
く

だ
さ
い
」。

　

一
方
で
、
途
上
国
の
女
の
子
の
な
か

に
は
、
自
分
の
意
見
が
言
え
な
い
子
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
が
安
心

し
て
意
見
を
言
え
る
世
界
に
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
夢
で
す
。

今年6月にカナダで開催された、女の子や女性の権利に関する国際会議「Women Deliver」に登壇。
「リーダーになりたいという女の子の願いを叶え、彼女たちを阻む障壁を排除するために、

社会や政府などあらゆる分野における行動が必要」と訴えた、
プランCEOのアンネ・ビルギッテ・アルブレクトセン。10月11日の国際ガールズ・デーにむけて、

世界の支援者に伝えたいメッセージをお届けします。

※https://www.plan-international.jp/about/libraries/data/#d06

私が大切にしている言葉

私みたいな人でも
貢献できるんだと思った

エレン・ジョンソン・サーリーフ
リベリア前大統領
アフリカ初の女性大統領

「途上国の女の子たちが安心して
意見を言える世界にすることが私たちの夢」

「もしあなたの夢が
怖気づくようなものでなければ、

その夢は小さすぎる」

女の子が自信をもつということ
～「ベナンの養鶏プロジェクト」が
もたらした自己肯定感～

―
―
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

C
E
O
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
世
界
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
か
?

ア
ン
ネ
・
ビ
ル
ギ
ッ
テ
・
ア
ル
ブ
レ
ク

ト
セ
ン（
以
下 

ア
ン
ネ
）　

私
は
、
こ
れ

ま
で
に
40
カ
国
以
上
の
活
動
国
を
訪

れ
、
女
の
子
や
子
ど
も
た
ち
、
プ
ラ
ン

の
職
員
と
対
話
を
続
け
、
差
別
や
不
平

等
の
根
本
原
因
の
解
決
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
プ
ラ
ン
は
2
0
1
7
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
5
カ
年
計
画
の
な
か

で
、
1
億
人
の
女
の
子
た
ち
が「Learn, 

Lead, D
ecide and T

hrive

（
学
び
、

先
頭
に
立
ち
、
自
分
で
人
生
を
決
定
し
、

差
別
や
暴
力
の
な
い
環
境
で
成
長
で
き

る
）」世
界
の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
、
女
の

子
と
女
性
の
困
難
な
現
状
を
改
善
す
る

だ
け
で
な
く
、
彼
女
た
ち
の
社
会
的
地

位
を
改
善
し
、
彼
女
た
ち
が
権
利
を
十

分
行
使
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
組
織
全
体
と
し
て
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
性
別

な
ど
あ
ら
ゆ
る
属
性
に
基
づ
く
差
別
や

不
平
等
を
な
く
す
こ
と
が
究
極
の
目
的

で
す
。

―
―
特
に
問
題
視
し
て
い
る
女
の
子
の

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ネ　

プ
ラ
ン
は
、
2
0
1
7
年
に

南
ス
ー
ダ
ン
難
民
や
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民

の
女
の
子
た
ち
の
現
状
を
調
査
し
、『
危

スペシャルインタビュー～国際ガールズ・デーによせて～

アンネ・ビルギッテ・
アルブレクトセン

プラン・インターナショナル 最高経営責任者（CEO）

Prof ile
デンマーク出身。国連人口基金
（UNFPA）事務局次長、デンマ
ーク外務省次官、UNFPAのト
ルコ事務所代表、国連開発計画
（UNDP）のインドネシア事務所
副常駐代表、UNDP本部のマネ
ジメント・アドバイザーを歴任。
その他、UNDPのアルメニア事務
所、グルジア事務所、アゼルバイ
ジャン事務所で所長を務めた。

　西アフリカのベナンでは、女性の地位が低く、
10代前半の女の子が「学校をやめて結婚しなさ
い」と言われる社会環境にあります。プランは、
このベナンで、10代の女の子を対象に養鶏で収
入を得るトレーニングをしました。雄鶏と10匹
の雌鶏、養鶏のカゴを提供し、餌の作り方、病
気にならない方法を教える。女の子たちは、鶏
を育て、卵を市場で売って収入にできます。
　自分で収入を得られるようになった女の子と
話して驚いたのは「自分を大事に思えるようにな
った」という言葉。よく聞いてみると、「村の人
から生まれて初めて教えてほしいとお願いされ
た。私みたいな人でも家族や地域に貢献できる
んだと思った」と言うのです。人から頼られる
ことで自分の価値を認識し、自信がもてる。経
済的自立が自己肯定感につながるということを、
改めて学びました。　　（プログラム部部長　馬野裕朗）

写真上、中／養鶏トレーニングを受ける女の子たち 下／馬野職員
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る
ほ
か
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
み
書

き
を
学
ん
だ
経
験
か
ら
、
教
育
の
重

要
性
を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
女
子
教
育
の
重
要
性
に
対

す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る
グ
ア
テ

マ
ラ
の
一
般
的
な
例
に
違
わ
ず
、
エ

ベ
リ
ン
さ
ん
の
父
親
は
女
の
子
に
教

育
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
娘
た
ち
を
学
校
に

通
わ
せ
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
、
母

親
と
の
口
論
が
絶
え
ず
、
一
時
期
父

親
と
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
育
を
受
け
た
姉
が
働

き
始
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
父
親
は

少
し
ず
つ
、
教
育
の
も
た
ら
す
好
ま

し
い
影
響
を
認
識
し
て
い
き
ま
す
。

家
族
が
再
び
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
に

な
る
と
、
父
親
は
、
勉
強
を
続
け
た

い
と
い
う
エ
ベ
リ
ン
さ
ん
の
強
い
思

い
に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
進

学
を
許
可
し
ま
し
た
。

　

先
住
民
族
の
ケ
チ
族
の
家
庭
に
生

ま
れ
た
エ
ベ
リ
ン
さ
ん
は
、
現
在
、

地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

に
通
い
な
が
ら
プ
ラ
ン
の
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

土
木
作
業
員
と
し
て
働
い
て
い
る

父
親
の
仕
事
は
安
定
せ
ず
、
代
わ
り

に
母
親
が
地
元
特
産
の
手
織
物
の
製

作
・
販
売
に
よ
り
収
入
を
得
て
、
一

家
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
母
親
は
地

域
の
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ

　

エ
ベ
リ
ン
さ
ん
は
、
プ
ラ
ン
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
の
女
の
子
た
ち

が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
目
に
し
、

特
に
学
校
に
行
く
こ
と
の
重
要
さ
が

人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
同
世
代
の
女
の
子
が
男
性
の
暴

力
行
為
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
深
刻
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
っ
て
、

子
ど
も
の
権
利
や
女
の
子
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ

ほ
か
、
プ
ラ
ン
が
実
施
す
る
就
業
支

援
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
の
女
の
子
た
ち
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ

れ
て
い
る
エ
ベ
リ
ン
さ
ん
は
、
プ
ラ

ン
の
活
動
を
通
じ
、
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
解
決

へ
む
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

EVENT 2019年「国際ガールズ・デー」のアクション、イベントの詳細・申込はウェブサイトでご確認ください

https://www.plan-international.jp/girl/idg2019/

フォトジャーナリスト
安田菜津紀が出会った
グアテマラの女の子たち
　今年7月にプランのグアテマラの活動地域を訪問し
たフォトジャーナリストの安田菜津紀さん。そこで出
会った人々の生活や風景、女の子たちの写真を展示
するほか、写真展初日は安田菜津紀さんのトークイ
ベントを行います。

ⒸNatsuki Yasuda

特別ページ 国際ガールズ・デー特集

先
住
民
族
の
家
庭
に
生
ま
れ
て

教
育
が
も
た
ら
し
た 

家
庭
の
変
化 

プ
ラ
ン
で
の
活
動
を
通
じ
て 

【写真展】
開催期間：10月1日（火）〜10月16日（水）
12：00〜19：00　※土日・祝祭日は休業日
会場：YellowKorner Showroom & Shop（ICS内）
東京都港区六本木5-17-1　AXISビル3F　ICS

【トークイベント】
日時：10月1日（火）　19：00 〜20：15
会場：同上

【写真展＆トークイベント】（いずれも入場無料）

「1日1ドルで生活」の
全国自主上映会を開催
　アメリカの大学生4人がグアテマラに赴き、56日間
を1日1ドルで生活するというドキュメンタリー映画。
映画に登場するマヤ民族のローサという女の子がさ
まざまな困難に直面しつつも、夢にむかって前向き
に生き、自己実現を果たす姿は、国際ガールズ・デ
ーにぜひ見ていただきたい作品です。
　この映画上映会を全国で開催します。上映会では
Because I am a Girlエンジェルの
森星さんのメッセージ動画もご覧
いただけます。ぜひお近くの上
映会に足をお運びください。詳
細は下記ウェブサイトから各主
催者へお申し込みください。

【映画上映会＆トークイベント】

安田菜津紀：1987年神奈川県生まれ。フォトジャー
ナリスト。国内外で難民や貧困、災害の取材を進め
る。著書に『写真で伝える仕事 -世界の子どもたち
と向き合って-』（日本写真企画）、ほか。TBSテレビ『サ
ンデーモーニング』にコメンテーターとして出演中。

当日はTwitter上で映画やイベントの限定配信を行います。
詳しくはプランのウェブサイトをチェック！

プランの活動に参加するエベリンさん

10月11日は女の子の権利やエンパワーメントの促進を、広く国際社会へ呼びかける国際ガールズ・デー。
プラン・インターナショナルはこの日を、途上国の女の子たちが直面している問題について、
「知って」「関心をもって」「行動を起こす」機会とします。
今年は、移民集団（キャラバン）の問題で揺れるグアテマラにフォーカスを当て、「遠い国の女の子」代表として、
先住民族の女の子が来日するほか、映画上映会や写真展、トークイベントを開催します。

 第8回

国際ガールズ・デー
今年のテーマは

「THINK FOR GIRLS　遠い国の女の子の未来のために」

映画上映会とトークイベント＠東京
　プラン主催の映画上映会にあわせて、配給会
社ユナイテッドピープル代表の関根健次氏と、
国際協力・ジェンダー専門家の大崎麻子氏のト
ークイベントを行います。グアテマラから来日す
るエベリンさんも登壇し、スピーチします。
日時：10月11日（金）19：00 〜21：00
場所：ユナイテッド・シネマ豊洲

http://unitedpeople.jp/
1d1d/girlsday2019/
上映期間：
10月1日（火）〜31日（木）

グアテマラの辺境に生きる
先住民族の女の子が来日します

今回、日本へ訪問できることを、とても誇りに思っています。私の住む
地域では、「女の子は早く結婚しなさい」と言われ、学業を終えずに結
婚することが多いです。プランの活動を通じて、私の経験を多くの人
に聞いていただき、同じ地域に住む人たち、特に大人たちに女の子が
学校に行くことを制限するのは間違っている、と気づいてもらいたいで
す。皆さんとお会いできることを楽しみにしています。

プランの活動に参加するエベリンさん（20歳 学生）
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今年の国際ガールズ・デーでグアテマラから来日する、エベリンさん（※P4-5参照）。
グアテマラのなかでも先住民族が多く、貧困率の高い地域で育ちました。
プラン・インターナショナルは、1978年からグアテマラで、ひとりでも多くの子どもたちが教育を受けられるよう
に活動してきました。これまでの活動のダイジェスト、そして現地職員からのメッセージをご紹介します。

グアテマラ

中学校の就学率の
改善が課題

教育への理解不足と学校不足の解決にむけて

スポンサーシップ・マネジャー
ヘレン・ムラーリェス職員

少しずつ社会を変える
〜半世紀近いプランの道のり〜

プランの支援により建設された学校に通う女の子

街灯も人通りも少ない通学路新しく開校された中学校で
学ぶ子どもたち

老朽化で廃校になった学校

※ラテンアメリカを中心にみられる「伝統的な男
らしさ」を強調する考え方・生き方

ⅰ  WorldBank Education Statisticsよりhttp://datatopics.worldbank.org/education/indicators
ⅱ https://www.plan-international.jp/news/supporter/20190610_16796/

法改正を宣言する記者会見に参加するプランの職員と女の子グループ

首都 グアテマラ・シティ

ポロチック

ハラパ

メキシコ ベリーズ

ホンジュラス

Petén

Puerto 
Barrios

Quetzaltenango

カルチャ

バハ・ベラパス

グアテマラ
国統括事務所
活動地域事務所

●ウェブサイトからのプラン・スポンサーシップのお申込みはこちらから　https://www.plan-international.jp/join/sponsor/

グアテマラってどんな国？
国民の約4割を先住民族が占める、多
文化の国。他の中南米の国々と同様、
「マチスモ（男性優位主義）※」が広く根
付いています。プランはグアテマラの
農村部を中心に3県4地域で活動して
います。

　

グ
ア
テ
マ
ラ
の
小
学
校
就
学
率（
男
女
平

均
）は
88
％
ⅰ 

で
あ
る
の
に
対
し
、
中
学

校
の
女
の
子
の
就
学
率
は
約
47
％
ⅰ

で
す
。

こ
れ
は
グ
ア
テ
マ
ラ
全
体
の
数
字
で
あ
り
、

た
と
え
ば
農
村
部
の
カ
ル
チ
ャ
地
域
で
は

中
学
校
の
就
学
率
は
約
20
％
、
修
了
時
に

は
4
％
ⅱ

を
下
ま
わ
り
ま
す
。
こ
の
理
由

は
3
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　
「
女
の
子
は
早
く
結
婚
す
る
べ
き
」
と

い
う
考
え
方
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま

す
。
結
婚
に
よ
っ
て
、
女
の
子
は
進
学
を

あ
き
ら
め
た
り
中
途
退
学
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
「
教
育
の
た
め
に
時
間
や
お
金
を
か
け

て
も
意
味
は
な
い
」と
い
っ
た
考
え
が
地

域
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
早
く

働
い
て
家
族
を
支
え
る
べ
き
と
考
え
る
大

人
は
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
は
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

あ
り
ま
す
が
、
中
学
校
が
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

5
0
0
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
う
ち
、

中
学
校
が
あ
る
の
は
35
の
み
。
設
備
や
教

師
、
教
材
の
不
足
も
大
き
な
問
題
で
す
。

さ
ら
に
中
学
校
が
遠
く
て
通
学
途
中
で
性

暴
力
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
い
た

め
、
女
の
子
が
進
学
を
あ
き
ら
め
る
こ
と

も
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
プ

ラ
ン
は
次
の
2
つ
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
か
つ
て
、
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
法
律
上
女

の
子
が
結
婚
で
き
る
年
齢
は
14
歳（
男
の

子
は
16
歳
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
プ
ラ
ン
は
、
2
0
1
2
年
、
法

律
上
の
結
婚
可
能
年
齢
の
引
き
上
げ
を
提

言
す
る
た
め
に「
女
の
子
と
若
い
女
性
た

ち
の
作
業
部
会
」
を
た
ち
あ
げ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
早
す
ぎ
る
結
婚
廃
絶
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
資
料
を
配
布
し
た
ほ
か
、

女
の
子
の
権
利
に
関
す
る
講
習
を
実
施
し

ま
し
た
。講
習
を
受
け
た
女
の
子
た
ち
は
、

自
ら
が
女
の
子
の
権
利
に
つ
い
て
広
め
る

べ
く
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

3
年
間
に
わ
た
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

続
け
た
こ
と
も
影
響
し
、
2
0
1
5
年

に
は
、
結
婚
可
能
な
年
齢
を
男
女
と
も
18

歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
2
0
1
5
年

に
は
2
万
件
以
上
も
あ
っ
た
18
歳
以
下
の

結
婚
申
請
件
数
が
2
0
1
6
年
に
は
37

件
と
激
減
。
2
0
1
7
年
に
は
、
国
会

で
民
法
改
正
法
案
が
可
決
さ
れ
、
18
歳
以

下
の
結
婚
が
完
全
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
法
律
で
早
す
ぎ
る
結
婚
が
禁

止
さ
れ
て
も
、
教
育
へ
の
理
解
不
足
や
学

校
不
足
の
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ン
は
、
教
育
の
重
要
性
や
女
の
子
の
権

利
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
へ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
通
じ
て
意
識
改
革
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

プ
ラ
ン
は
、
中
学
校
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
2
0
1
6
年
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
教

育
省
と
各
自
治
体
に
対
し
、
中
学
校
の
開

校
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
例

え
ば
カ
ル
チ
ャ
活
動
地
域
で
は
、
今
年
7

月
ま
で
に
9
校
の
中
学
校
が
開
校
さ
れ
、

さ
ら
に
2
校
が
開
校
準
備
中
で
す
。

　

ま
た
、
入
学
し
て
も
途
中
で
退
学
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
プ
ラ
ン
は
独
自
の
調
査
方
法

で
チ
ャ
イ
ル
ド
の
通
学
・
健
康
状
態
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
が
学
校
に

通
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
職
員
が
家
庭
訪
問
を
行
い
、
チ
ャ
イ

ル
ド
が
復
学
で
き
る
方
法
を
一
緒
に
検
討

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
は
約

5
，0
0
0
世
帯
を
訪
問
し
、
教
育
を
受

け
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
た
ほ
か
奨
学
金
な

ど
の
支
給
に
よ
り
、
1
，5
0
0
人
も
の

チ
ャ
イ
ル
ド
が
復
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
長
い
年
月
を
か
け
て
地
域
に
根
付

い
た
プ
ラ
ン
・
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
だ
か

ら
で
き
る
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で

す
。

1  

早
す
ぎ
る
結
婚

早
す
ぎ
る
結
婚

廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2  

教
育
へ
の
理
解
不
足

中
学
校
開
校
と
復
学
支
援

3  

学
校
不
足

校不足を解消するためには、各機関との

連携が不可欠です。プランの働きかけによ

り、グアテマラ教育省は新しい学校を認可して必要

な教材を支援。自治体は教師の給与が支払われる

よう調整してくれました。この7月までに9校が新しく

開校し、この支援がなければ学校に行けなかったで

あろう合計678人の生徒を受け入れています。こうし

た成果は日本をはじめ、世界の支援者の皆さまのサ

ポートなくしては達成されませんでした。今後もグア

テマラの子どもたち、女の子たちが貧困の連鎖に巻

き込まれることなく、自分の人生を自分で決められ

るための教育と環境をつくっていきます。

学

“点”ではなく、“面”の支援で
本当の解決に導く

Vol.5 プラン・スポンサーシップ
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今
年
6
月
の
終
わ
り
。
ヨ
ル
ダ
ン

は
気
温
約
30
度
で
日
差
し
は
強
い
も

の
の
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
過
ご
し
や
す

い
暑
さ
で
し
た
。
今
回
私
た
ち
が
訪

問
し
た
ア
ズ
ラ
ッ
ク
難
民
キ
ャ
ン
プ

は
、
砂
漠
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。 

　

キ
ャ
ン
プ
は
い
く
つ
か
の
区
画
に

分
か
れ
て
い
て
、
プ
ラ
ン
は
N
o.
5

と
い
う
キ
ャ
ン
プ
に
2
0
1
6
年
、

N
G
O
と
し
て
初
め
て
支
援
に
入

り
ま
し
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
事
務
所
の
所

長
を
つ
と
め
る
ム
ナ
・
ア
ッ
バ
ス

は
、
こ
の
N
o.
5
で
支
援
を
始
め
た

理
由
を「
ほ
か
の
エ
リ
ア
と
比
べ
て
、

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
子
ど
も
の
安
全
や

保
護
と
い
う
観
点
で
非
常
に
劣
悪
な

状
況
だ
っ
た
た
め
」と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
た
め
の
遊
び
や
学
び
の
施

設
も
な
く
、
早
急
に
支
援
が
必
要
な

状
況
だ
っ
た
た
め
、
2
0
1
7
年

か
ら
幼
児
期
の
子
ど
も
の
教
育
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
回
、
私
は
シ
リ
ア
難
民
の
女
性

た
ち
と
じ
っ
く
り
話
を
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
と
て
も
控

え
目
で
、
問
い
か
け
に
対
し
て
最
初

は
言
葉
少
な
で
し
た
が
、
次
第
に
難

民
と
し
て
抱
え
る
心
の
傷
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

シ
リ
ア
内
戦
で
住
み
慣
れ
た
家
や

土
地
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
。
内
戦
が
激
化
す
る
な
か
で
難

民
と
し
て
隣
国
に
逃
れ
る
際
に
、
家

族
が
拘
束
さ
れ
行
方
不
明
に
な
っ
た

り
、
殺
害
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
。
な

か
に
は
、
兵
士
な
ど
か
ら
暴
行
を
受

け
た
女
性
も
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち

の
人
生
に
突
然
訪
れ
た
事
態
を
聞
い

て
私
は
言
葉
を
な
く
し
ま
し
た
。 

　

彼
女
た
ち
は
、
な
ん
と
か
隣
国
に

逃
れ
た
今
も
、
長
期
に
わ
た
る
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
、
暴
力
や
治
安
の
問
題
な
ど

へ
の
不
安
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
不

安
は
増
し
て
い
く
ば
か
り
で
す
。 

　

今
回
支
援
を
開
始
し
た
ガ
ー
ル
ズ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
う
し
た
女

性
た
ち
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
の
防
止

や
早
す
ぎ
る
結
婚
の
問
題
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。 

　

訪
問
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
プ

ラ
ン
が
行
っ
て
い
る
難
民
の
女
の
子

や
母
親
、
父
親
を
対
象
に
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
そ
こ
で
は
、
参

加
者
た
ち
が
早
す
ぎ
る
結
婚
の
弊
害

に
つ
い
て
自
分
で
考
え
た
り
、
発
言

し
た
り
し
な
が
ら
、
議
論
を
深
め
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
参
加
者
が
実
際
に
結
婚
を
取

り
や
め
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
母
親
は
こ
う
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
私
と
夫
も
若
く
し
て
結
婚

し
ま
し
た
。
実
際
に
は
家
庭
を
も
つ

準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
今
回
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
、
早
す
ぎ
る

結
婚
の
問
題
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
娘
た
ち
2
人
に
は

彼
女
た
ち
が
望
ま
な
い
早
す
ぎ
る
結

婚
は
さ
せ
な
い
こ
と
を
、
夫
と
話
し

て
決
め
ま
し
た
」。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
難
民

を
受
け
入
れ
る
側
の
ヨ
ル
ダ
ン
の
女

性
た
ち
も
対
象
で
す
。
難
民
を
受
け

入
れ
る
側
も
、
経
済
的
に
も
社
会
的

に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
実
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
態
が
続
く
と
、
住
民
の
不
満
は
難

民
に
む
け
ら
れ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

不
公
平
感
や
不
和
を
引
き
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
国
際
機
関
や
N
G
O

の
適
切
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　

現
在
シ
リ
ア
難
民
は
国
外
に
逃

れ
て
い
る
難
民
の
数
だ
け
で
も

5
6
2
万
人（
※
）
と
さ
れ
、
国
際

社
会
と
し
て
の
継
続
支
援
が
必
須
の

状
況
で
す
。
国
内
避
難
民
は
そ
れ
以

上
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ン

も
シ
リ
ア
国
内
へ
の
支
援
の
可
能
性

も
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

紛
争
な
ど
で
も
っ
と
も
大
き
な
負

の
影
響
を
受
け
る
の
は
、
立
場
の
弱

い
女
性
や
子
ど
も
た
ち
で
す
。
彼
女

た
ち
が
安
全
に
生
活
で
き
て
、
早
す

ぎ
る
結
婚
で
は
な
く
、
教
育
を
継
続

す
る
な
ど
自
分
の
人
生
に
関
わ
る
重

要
な
こ
と
を
自
ら
選
択
す
る
。
そ
の

よ
う
な
決
断
を
皆
さ
ま
の
支
援
に
よ

っ
て
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ガ
ー
ル
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
シ
リ

ア
難
民
の
女
性
た
ち
の
人
生
が
変
わ

る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

ど
う
ぞ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

シリア南部の国境に面したヨルダンには、約66万人のシリア難民が暮らしています。 
ザータリ、アズラックという2つの巨大な難民キャンプがあり、プラン・インターナショナルが
今年7月から開始したシリア難民支援のプロジェクトはアズラック難民キャンプで行われています。
プロジェクト開始直前にここを訪れ、シリア難民の女性たちと交流した様子をレポートします。

レポーター　代表理事・専務理事／事務局長　棚田雄一

遊
び
や
学
び
の
場
も
な
い

劣
悪
な
環
境
の
な
か
で

難
民
女
性
が
抱
え
る
心
の
傷
、 

高
ま
る
不
安

早
す
ぎ
る
結
婚
の
弊
害
を

自
分
た
ち
で
学
ぶ

紛
争
で
被
害
を
受
け
る
の
は

子
ど
も
や
女
性
た
ち

ヨルダン

シリア難民の女性たちに、
人生が変わるチャンスを

「シリア難民の女性の安全な居場所」プロジェクトは、ガールズ・プロジェクトのひとつです。活動内容の詳細はウェブサイトをご覧ください。
https://www.plan-international.jp/join/girls/

　シリア難民を取り巻く状況は改善せず、国際
社会の支援がさらに必要な状況です。
　プランは3年ほど前からアズラック難民キャ
ンプに入り、現地の難民やパートナー団体との
信頼関係を築いてきました。プロジェクトには、
特に女性の難民の方をスタッフとして雇用し、
収入を得る機会を提供しています。
　難民のなかでも、特に子どもや女の子、若い

女性は、困難な状況にありますが、彼女たちの
人生はこれからです。彼女たちが希望をもって
生きていけるように、私たちは少しでも手助け
をしたいと思っています。
　一方で、難民キャンプに滞在する期間が長く
なればなるほど、必要な支援は増えていきます。
皆さまにはぜひシリア難民に対する関心を持ち
続けていただきたいと思います。

「困難な状況でも希望をもてるように」

難民キャンプを歩く親子

難民キャンプの壁には、「夢を見ることをやめないで」という言葉が

シリア難民の若い女性たちとの対話

ムナ・アッバス
ヨルダン事務所長

女の子が直面する問題に
焦点を当てて解決する

Vol.4 ガールズ・プロジェクト

シリア
レバノン
 93万5,454人

トルコ
 361万4,108人

イラク
25万2,983人

ヨルダン
66万2,010人

エジプト
13万2,713人

シリアから隣国へ逃れる難民の数
シリアからは約361万人がトルコ、約93万人がレ
バノン、約25万人がイラン、約13万人がエジプ
トへ逃れています。今回リポートしたヨルダン
ではトルコ、レバノンに次ぐ約66万人が難民とし
て暮らしています。※https://data2.unhcr.org/
en/situations/syria　（2019年7月4日現在）
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電
気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
駆
動
技
術
の
開
発
、

自
動
運
転
技
術
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

な
ど
、
私
た
ち
は
次
世
代
に
む
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
自
動
車
や
自
動
車
部
品

の
開
発
・
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
員
の
満
足
度
向
上
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
目
的
で
、
定
期

的
に
社
員
旅
行
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
創
業
20
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
学
校
建
設
を

支
援
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
社

員
が
目
で
見
て
肌
で
感
じ
て
、
自
発

的
に
今
後
の
社
会
貢
献
活
動
を
考
え

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
選
ん
だ
の
は
、
実
際
に
現
地
に

行
っ
て
成
果
を
み
ら
れ
る
こ
と
、
記

念
プ
レ
ー
ト
で
事
業
の
足
跡
を
残
せ

る
か
ら
で
す
。
落
成
式
に
社
員
5
人

と
出
席
し
た
の
で
す
が
、「
大
変
よ
い

活
動
に
参
加
で
き
た
」
と
、
参
加
者

全
員
、
満
足
度
が
高
く
、
帰
国
後
の

社
内
報
告
会
も
積
極
的
に
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

あ
る
社
員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学

校
ま
で
む
か
う
道
の
り
の
長
さ
に
驚

き
、「
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
こ
の
距
離

を
歩
い
て
通
学
す
る
こ
と
を
知
り
、

我
々
が
普
段
当
た
り
前
に
感
じ
て
い

る
環
境
と
の
違
い
を
実
感
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
社
員

は「
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
で
、『
ベ
ト
ナ
ム
』と
い
う

言
葉
を
拾
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
今
ま
で
他
人
事
だ
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
を
身
近
に
感
じ
、
経
済
・
社
会
格

差
に
自
然
と
目
が
い
く
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。「
ほ
か
に
ど
ん
な
支
援

方
法
や
活
動
が
で
き
る
の
か
な
ど
を

調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

創
業
20
周
年

事
業
と
し
て「
企

業
、
個
人
を
問
わ

ず
、
他
者
貢
献
の

意
義
を
自
ら
考

え
、
活
発
に
意
見

を
交
わ
し
、
実
際

に
行
動
し
よ
う
」

と
社
内
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し

て
始
め
ま
し
た
が
、
現
地
に
行
か
な

か
っ
た
社
員
も
含
め
て
視
野
が
広

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
支
援
を
決
め
た
の
は
、
私

自
身
が
長
年
プ
ラ
ン
・
ス
ポ
ン
サ
ー

シ
ッ
プ
を
通
じ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
と
交

流
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。
と

は
い
え
、
社
員
一
人
ひ
と
り
、
道
徳

や
美
徳
、
主
義
主
張
な
ど
は
違
う
も

の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分
た
ち
以

外
の
国
の
人
た
ち
に
目
を
む
け
、
日

本
と
そ
の
国
が
と
も
に
よ
く
な
っ
て

い
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
社
員
が
気
づ
い
て
く
れ

た
こ
と
、
ま
た
そ
の
一
端
を
み
ん
な

で
担
え
た
こ
と
は
、
会
社
と
し
て
も

大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ベトナムの学校建設プロジェクトで、
社員の社会貢献意識に大きな変化

創
業
20
周
年
事
業
と
し
て

支
援
を
決
定

社
員
が
自
発
的
に
考
え
る

機
会
を
作
り
た
か
っ
た

● お問い合わせ先：寄付受付・企業連携担当　Tel：03-5481-7100 / Mail：hello@plan-international.jp● お問い合わせ先：寄付受付・企業連携担当　Tel：03-5481-7100 / Mail：hello@plan-international.jp

企業連携

江崎浩司さん ワイズトレーディング株式会社　代表取締役社長

　
35
年
く
ら
い
前
、私
が
医
師
に
な
っ

た
ば
か
り
の
こ
ろ
か
ら
支
援
を
は
じ

め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
7
人
の
チ

ャ
イ
ル
ド
と
手
紙
の
や
り
と
り
を
し

な
が
ら
、
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
当
時
の
私
は
勉
強
す
る
こ

と
も
多
く
、
時
間
的
に
も
経
済
的
に

も
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
10
年
ほ
ど

支
援
を
中
断
し
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

　
一
口
1
0
0
万
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
支
援
は
2
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
の
年
の
秋
の
一
口
1
0
0
万
円
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
女

の
子
の
自
立
支
援
に
一
口
、
同
じ
く

ネ
パ
ー
ル
の
村
の
給
水
設
備
設
置
に

一
口
、
2
0
1
8
年
春
の
カ
メ
ル
ー

ン
の
産
科
病
棟
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
は
二
口
を
寄
付
し
ま
し
た
。
私
は

小
児
科
医
で
す
が
、
帝
王
切
開
の
と

き
に
立
ち
あ
っ
た
り
、
産
後
の
子
ど

も
を
診
た
り
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
特
に
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

10
人
程
度
の
少
な
い
人
数
で
遂
行

さ
れ
る
一
口
1
0
0
万
円
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
貢
献
度
が
高
い
と
感
じ
ま

す
。
た
だ
し
チ
ャ
イ
ル
ド
と
手
紙
の

や
り
と
り
を
し
た
り
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
お
金
の
使
い
道

に
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
支
援
を
再
開
し
て
か
ら

は
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
活
動
報
告
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
毎
年
の
決
算

報
告
書
に
目
を
通
し
て
は
い
ま
し
た

が
、
プ
ラ
ン
の
職
員
に
直
接
会
う
と

安
心
で
き
ま
す
し
、
支
援
を
続
け
る

気
持
ち
が
増
す
ん
で
す
よ
ね
。

　

私
自
身
、
金
銭
的
な
ハ
ン
デ
ィ
を

感
じ
な
が
ら
医
師
に
な
り
ま
し
た
。

公
立
校
か
ら
国
立
大
学
医
学
部
に
入

学
し
ま
し
た
が
、
親
に
経
済
的
負
担

を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
奨
学

金
を
受
け
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
奨

学
金
を
返
済
し
経
済
的
に
余
裕
が
で

き
た
今
、「
自
分
よ
り
貧
し
い
子
ど

も
た
ち
を
救
え
る
な
ら
」
と
い
う
気

持
ち
が
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
寄
付
金
控
除
で
4
割
近

く
戻
っ
て
き
た
お
金
を
、
そ
の
ま
ま

一
口
1
0
0
万
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
寄
付
金
に
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
も
続
け
ら
れ
て
い
る
理
由
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

一
口
1
0
0
万
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
限
り
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ン
の
す
べ

て
の
活
動
に
お
い
て
、
現
地
の
人
た

ち
が
自
分
た
ち
に
必
要
な
こ
と
を
話

し
合
っ
て
、
地
域
全
体
が
自
立
す
る

た
め
に
お
金
が
使
わ
れ
る
と
い
う
形

が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
支
援
す
る

側
が
一
方
的
に
用
途
を
決
め
る
よ
り

現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
ま
す

し
、
一
人
の
子
ど
も
に
支
援
す
る
よ

り
、
地
域
が
よ
く
な
っ
た
ほ
う
が
救

え
る
子
ど
も
た
ち
も
増
え
る
と
思
う

か
ら
で
す
。

　
い
つ
か
、
医
師
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
を
診
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
済

力
が
命
の
重
さ
を
決
め
る
と
い
う
こ

と
が
、
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

現地のニーズに合った地域支援ができる。
少ない人数でできるのも魅力
現地の人たちが求めるプロジェクトに賛同した支援者数名から100万円ずつご寄付いただき、
大きなプロジェクトが実現します。この活動をはじめ、
さまざまな支援をしてくださっている支援者の石井伊知郎さんに、お話をうかがいました。

オーダーメイド・
プロジェクトとは

学校や診療所、給水設
備の新設など、ひとつ
のプロジェクトを「ま
るごと支援」いただく
ものです。企業のご希
望を聞き取り、現地の
ニーズとすり合わせて
ひとつのプロジェクト
を形成することができ
ます。事業内容との関
連性や進出拠点でのプ
ロジェクトを形成する
ことにより、「自社らし
い」形で社会課題の解
決に取り組むことが可
能になります。

一口100万円
プロジェクトとは

春と秋の年2回募集し
ています。ご寄付い
ただいた方には個別
の提案書・報告書を
お届けし、お名前入り
のプレートを設置しま
す。プロジェクトに応
じて、現地を訪問す
ることも可能です。
現在はヨルダンにお
ける「シリア難民の女
の子の能力強化プロ
ジェクト」の支援を募
集しています。詳しく
は同封のチラシをご
覧ください。

自動車開発を支援するワイズトレーディング株式会社。
創業20周年事業として、オーダーメイド・プロジェクトを通じた
支援を決めた経緯や思いをうかがいました。

石井伊知郎さん

（上）「カメルーンの産科病棟建設プロジェクト」で整備さ
れた病院に通うお母さんと赤ちゃん（右）「ネパールの女
の子の自立支援プロジェクト」で、バリスタ・パン職人コー
スの訓練を受ける女の子たち

報
告
会
へ
の
参
加
が

支
援
継
続
に
つ
な
が
っ
た

人
の
命
の
重
さ
に

差
が
で
き
な
い
世
の
中
に

途上国支援に力を注いでいる
企業の活動をご紹介

Vol.5 未来をつくるパートナーシップひとつのプロジェクトを
「まるごと」支援

Vol.2 支援のさまざまなカタチ 一口100万円プロジェクト

子どもたちと一緒に記念撮影

セレモニーで子どもたちが披露してくれたダンス。
「一生懸命練習した様子がうかがえた」と感激
した社員も

江崎さんらが配布した学習キットを前に、興味
津々の子どもたち

学校に設置され
た記念プレート
と江崎浩司さん



事務局の
動きなどをご紹介

Vol.5 What's new？～ 事務局ニュース

　

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

は
2
0
1
9
年
の
国
際
ガ
ー
ル
ズ･

デ
ー
に
む
け
て
、
映
画
や
広
告
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
で
女
の
子
や
女
性
が
ど

の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
、
日
本
を
含
む
世
界
19
カ
国
で

調
査
し
ま
し
た
。

　

日
常
的
に
見
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
は
、

人
々
の
考
え
方
や
行
動
に
大
き
な

影
響
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
女
の
子
や
女
性
の
描
か
れ
方

に
よ
っ
て
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
や

性
別
役
割
の
固
定
化
が
進
ん
だ
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
差
別
の
助
長

に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
望
ま
し
い
描
か
れ
方
を
提
言
す

る
た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
分
析
を
専
門
と
す
る
機
関
と

連
携
し
、問
題
を
分
析
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
プ
ラ
ン
の
ユ
ー
ス
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
身
近
な
広
告

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
若
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
探
る
た
め
、

9
月
に
15
〜
25
歳
を
対
象
と
し
た
意

識
調
査
を
実
施
。
結
果
分
析
を
行

い
、
広
告
に
関
わ
っ
て
い
る
関
係
者

と
の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
の
提
言

書
を
作
成
し
ま
し
た
。
日
本
を
含
め

た
世
界
19
カ
国
の
調
査
結
果
は
、
10

月
に
プ
ラ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発

表
予
定
で
す
。

https://w
w

w.plan-international.
jp/

「メディアにおける女の子の描かれ方」
に関するレポートを世界19カ国で発表

「キテンゲ」で楽しむウガンダ生活
紹介する人：プログラム部　藤村武蔵 職員（ウガンダ駐在）

アフリカの布は現地で「キテンゲ」といいます。現地の人は結婚式のような特別な
日、お洒落をしたい日には皆「キテンゲ・ドレス」でお出かけします。1ピース（横3.5m、
縦1m）の布を買って、現地のテイラーに作りたいものを頼むというのが一般的です。
自分の好きな布で自分の作りたいものを特注できるのが、キテンゲ・ファッションの
最大の楽しみです。私も週末に時間があると、キテンゲ・マーケットに行ってお気に
入りの布を見つけ、洋服や小物を作ってもらうのが現地での楽しみになっています。

アドボカシー

職員が紹介するカルチャー

行きつけのキテンゲ屋さん

　

プ
ラ
ン
は
、
全
国
で
初
め
て

「
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
未
来
都
市
」
に
選
ば
れ
た
長

野
県
が
、
県
内
に
S
D
G
s
を
広

め
、
S
D
G
s
を
踏
ま
え
て
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
民
間
と
の
連
携
で
立

ち
上
げ
た「N

AG
AN

O
 SD

G
s 

PRO
JEC

T

」を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
に
は
学
校
の
先
生
を
対
象
と

し
た
公
開
講
座「
途
上
国
に
お
け
る

S
D
G
s
達
成
の
カ
ギ
や
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
」を
長
野
市
で

実
施
。
当
日
は
、
内
山
雄
太
職
員
が

S
D
G
s
す
べ
て
の
目
標
達
成
の
カ

ギ
に
な
り
う
る
S
D
G
4（
質
の
高
い

教
育
）、
S
D
G
5（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
）に
焦
点
を
当
て
て
具
体
的
な
活

動
を
含
め
て
紹
介
し
ま
し
た
。
出
席

者
か
ら
は
、
学
校
で
の
国
際
理
解
教

育
を
通
じ
た
プ
ラ
ン
と
の
連
携
に
関

す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地方自治体と連携してSDGsを広める開発教育

学校の先生約30名が参加

調査結果を分析するユースメンバー

参加者からひとこと
ステレオタイプをなくすため
には広告の作り手だけでなく、
受け手である消費者の意識も
重要だと思いました。今回の
学びをほかのユースにも広げ
ていきたいです。

永富さん（高校1年生） 

今回のトレーニングで、広告
とは女性の可能性を広げるた
めに必要なのだと実感しまし
た。今後は、どのような広告
が生活に影響を与えるかを
慎重にみていきたいです。

石田さん（大学三年生） 

　

仕
事
が
多
忙
の
た
め
、
年
末
年
始

に
5
日
間（
現
地
滞
在
は
2
日
）
の

旅
。
し
か
も
初
め
て
の
海
外
旅
行
だ

っ
た
の
で
す
が
、
出
発
直
前
に
エ
ジ

プ
ト
国
内
便
の
手
配
に
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
、
急
き
ょ
現
地
職
員
の
方
に
車

で
送
迎
い
た
だ
く
と
い
う
、
特
別
な

対
応
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

直
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
柔
軟
な
対
応

に
、安
心
し
て
訪
問
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
ま
ず
事
務

所
で
プ
ラ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
支
援
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

教
室
や
広
場
な
ど
、
1
カ
所
ず
つ
て

い
ね
い
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
つ
い
に
ヘ
バ
さ
ん
と
彼

女
の
家
族
に
会
え
た
と
き
に
は
、
ま

る
で
夢
の
よ
う
で
し
た
。

　

私
が
独
学
の
つ
た
な
い
ア
ラ
ビ
ア

語
で
話
し
か
け
る
と
、
ヘ
バ
さ
ん
も

た
く
さ
ん
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

好
き
な
色
や
お
し
ゃ
れ
に
つ
い
て
な

ど
、
お
互
い
に
興
味
の
あ
る
話
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
と
、
お
父
さ
ん
や

お
兄
さ
ん
は
つ
ま
ら
な
そ
う
な
表
情
。

逆
に
、
大
人
た
ち
が
プ
ラ
ン
の
活
動

や
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
語

り
合
っ
て
い
た
ら
、
ヘ
バ
さ
ん
は
あ

く
び
を
し
て
退
屈
そ
う
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
は
万
国
共
通
な
ん
だ
な
あ
と

微
笑
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
人
た
ち

の
お
か
げ
で
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を

知
り
、
世
界
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
が
会
い
に
行
く
こ
と
で
、

も
し
か
し
た
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
の
世
界

も
少
し
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
訪
問
を
決
め
ま
し
た
。
で
も
、

そ
ん
な
私
の
決
断
に
対
し
て
、
プ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
が
懸
命
に
動
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

方
々
が
想
像
よ
り
も
ず
っ
と
歓
迎
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
本
当
に
う
れ

し
く
、
私
自
身
も
チ
ャ
イ
ル
ド
へ
の

支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
な
あ

と
実
感
し
ま
し
た
。

スポンサー　角
つの

鹿
か

 鮎さん　  チャイルド　ヘバさん（訪問時 14歳）／エジプト

最初のチャイルドに会えなかったことがとても心残りだったという角鹿さん。
「同じ後悔はしない」との決意を胸に、わずか5日間の旅に出かけました。

チャイルドへの支援で
私自身も支えられていると実感

「プラン全国支援者の会」を初めて開催しました！
安藤良一さん ／ 「プラン名古屋の会」代表

　

2
0
1
9
年
6
月
1
日
、
名
古

屋
市
内
の
イ
ー
ブ
ル
な
ご
や
で
、「
プ

ラ
ン
全
国
支
援
者
の
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は「
プ
ラ
ン
名
古
屋
の
会
」

が
主
催
し
た
、
す
べ
て
の
支
援
者
を

対
象
と
し
た
意
見
交
換
会
で
す
。
初

め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
池
上
理
事

長
や
棚
田
専
務
理
事
・
事
務
局
長
、

そ
し
て
全
国
か
ら
50
人
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は「
支
援
者
同
士
の
つ
な
が

り
を
も
て
る
企
画
が
ほ
し
い
」「
会
に

所
属
し
て
い
な
い
人
も
集
ま
れ
る
と

よ
い
」「
6
万
人
い
る
プ
ラ
ン
の
支
援

者
を
も
っ
と
頼
っ
て
」「
事
務
局
の

皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
も
っ
と
直
接

伝
え
て
」
な
ど
、
支
援
者
の
思
い
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
事
務
局
と
支
援
者
、
そ
し
て
支

援
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
一

緒
に
プ
ラ
ン
の
活
動
を
作
り
上
げ
て

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

初
海
外
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
訪
問

※現在、チャイルドとの面会は、自宅ではなく学校などの集会所で行われています
●コミュニティ訪問についての詳細はウェブサイトをご確認ください  https://www.plan-international.jp/supporter/visit/

熱い思いを語り合った参加者の皆さん

プラン支援者の皆さまの
活動をご紹介

Vol.5 プラン支援者のひろば

コミュニティの子どもたちと記念撮影

2日間一緒だった日本語の通訳さんと
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今後のイベントやキャンペーン等のお知らせ Information ～インフォメーション

　プラン・インターナショナルのウェブ
サイト内の支援者限定サービス「マイ・
プラン・ページ」。そのトップ画面に皆
さまへのお知らせを表示するスペースが
できました。刊行物の送付やコラムの更
新、イベントの開催など、皆さまに関連
したお知らせをより早くご確認いただ
けます。

　プランが開催するイベントや、スタッ
フが出張したときの裏話などの限定コ
ンテンツをお楽しみいただけます。

　便箋デザインや定型文を自由に組み合
わせてチャイルドに送ることができるよ
うになりました。定型文をお選びいた
だくか、500文字まで自由にメッセージ
を入力できます。また、お好きな写真を
1枚添付できるようになりました。
※マイ・プラン・ページのアカウントを
お持ちの方は、スポンサー番号やチャイ
ルド番号の入力の手間が省けます。

「プラン・ニュース」を読んで、プランを通じた支援をして
よかったと感じましたか？

　2018年度の年次報告書に同封した
「ギフト・オブ・ホープ～子どもたちに
クリスマスプレゼント・お年玉を贈ろう」
は、おかげさまでたくさんの方にご賛同
いただくことができました。
　少数民族の女性たちが家計の担い手
となっているバングラデシュのボルグナ
活動地域では、423人の女性が縫製や竹
細工などの職業訓練を受け、1,116人が
起業に必要な資材購入のための補助金
を得てミシンなどを購入し、ビジネスを
始めることができました。
　障がいがあることを恥だと考える文化
が根強く残り、障がいのある子どもが家
庭内に隠されがちなトーゴの中央州モ
県では、幼稚園に通うサディアちゃん（5
歳）に下肢装具が贈られ、自分の足で立
ち上がることができるようになりました。
　皆さまからの温かいご支援に感謝を
申し上げます。

　7月に発行した「プラン・ニュース111
号」の内容に関する読者のウェブアンケ
ートを実施しました。1,000件以上の回
答が寄せられ、95％の方が「プラン・ニ
ュース」を読んで、プランを通じた支援
をしてよかったと感じてくださっている
ことが分かりました。
　また、一番人気の記事は、ブルキナフ
ァソの人身取引について絵本調で描い
たガールズ・プロジェクトでした。女の

子が直面する現実をイラストで分かりや
すく表現できたことが好評でした。
　改善につながる具体的なご意見もた
くさんいただきました。実現できると
ころから少しずつ反映させて、皆さま
と作る「プラン・ニュース」を目指しま
す。ご協力をありがとうございました。
今号もアンケートを行っておりますので、
引き続きご意見をお寄せください。　

ギフト・オブ・ホープに
ご参加ありがとう
ございました！

プラン・ニュース111号に1,000件を超える
ご意見をいただきました

『1日1ドルで生活』上映会＠旭川
■ 日時：10月6日（日） 時間未定
　2回上映予定
■ 会場：旭川市科学館 サイパル 学習室/
旭川市宮前1条3-3-32 

■ 参加費無料、事前申込み不要
■ 連絡先：山岡
　Mail：yoko28724172@docomo.ne.jp 

「ワールド・コラボ・フェスタ2019」出展 
■ 日時：10月12日（土）～13日（日）10時～18時
■ 会場：オアシス21「銀河の広場」
　一般ブース18/名古屋市東区東桜1-11-1
■ 内容：プランの紹介と資料配布
※両日とも終了後、懇親会あり。どなたも
参加自由ですのでぜひおいでください。

■ 連絡先：プラン名古屋の会
　Mail：info@plan-nagoya.sakura.ne.jp 
　http://plan-nagoya.sakura.ne.jp 
　TEL：090-8076-2278（安藤良一）

❶『１日１ドルで生活』上映会＠札幌
■ 日時：10月19日（土）15時～16時30分
　（開場14時30分）　 
■ 会場：KOZY HALL/札幌市中央区大通
西18丁目-1 MIYOSHI-YA 2F

■ 参加費：500円　グアテマラのフェアト
レードコーヒー付き（予定） 

※席に限りがありますので、メールでお早
めにお申込みください。

■ 連絡先：松澤
　Mail：namaskar@jcom.home.ne.jp
●  件名「10/19上映会申込」
●  本文「氏名」「人数」「当日連絡の取れる電
話番号」「プラン支援者である旨」
❷「北海道国際協力フェスタ2019」出展
■ 日時：12月21日（土）11時～17時
■ 会場：チカホ（札幌駅前通地下広場）北

3条交差点広場
■ 内容：BIAAGオリジナルデザインのチャ
リティーネイル

※当日ボランティア参加希望の方は、10月
26日（土）までにご連絡ください。

■ 連絡先：松澤
　Mail：namaskar@jcom.home.ne.jp

「秋の例会」
■ 日時：10月20日（日）　13時15分～16時
■ 会場：千葉市民会館
　会議室/千葉市中央区要町1-1
■ 内容：チャイルドへの手紙書き、ほか 
■ 参加費：500円
■ 定員：先着30名
■ 申込み〆切：10月18日（金）
■ 連絡先：前田　
   Mail：e_maeda@yellow.plala.or.jp

❶「まちづくり  市民交流フェスタ」出展
■ 日時：11月9日（土）～10日（日）
　10時30分～15時30分
■ 会場：広島市まちづくり市民交流プラザ
まちづくり市民交流フェスタ会場/広島
市中区袋町6-36

❷「お手紙書き会」（毎月第3日曜開催）
■ 日時：10月20日（日）、12月15日（日）
　14時～16時
■ 会場：広島市まちづくり市民交流プラザ
フリースペース（2Fまたは3F）

　❶❷に共通
■ 内容：チャイルドへの手紙書き
■ 参加費無料、事前申込み不要
■ 連絡先：小村　
   Mail：naokomura@kej.biglobe.ne.jp

「チベット系インド人の妻が語る！
北インドのリアルライフとカレーづくり（仮） 」
■ 日時：10月22日（火・祝）9時30分～14時
■ 会場：アミカス「調理室」
   /福岡市南区高宮3-3-1
■ 参加費：2,000円
■ 定員：先着25名
■ 連絡先：松尾
   Mail：planhakata2017@gmail.com

高崎市『国際交流の集い』出展
■ 日時：10月27日（日） 11時～15時
■ 会場：ビエント高崎/高崎市問屋町2-7
■ 内容：プランの紹介と資料の配布など
※当日お手伝いいただける方は、9月30日
（月）までにご連絡ください。

■ 連絡先：星野
   Mail：kaoru_hoshino@hotmail.com

『1日1ドルで生活』上映会＠鳥取
■ 日時：10月9日（水）17時～18時30分
　10月27日（日）10時～12時
　（映画上映＋意見交換会）
■ 会場：鳥取県人権ひろば 21「ふらっと」
交流スペース/鳥取市扇町21

■ 参加費無料、事前申込み不要
■ 連絡先：岡川
   Mail：leafmoon804@ yahoo.co.jp
　TEL：090-7774-3449

「第35回山形・秋田プランの会」
■ 日時：11月10日（日）13時～16時30分
■ 会場：秋田中央市民サービスセンター
（予定）秋田市山王1-1-1

■ 内容：プラン職員の講演、チャイルドへ
の手紙書き、参加者同士の交流

■ 参加費：500円
■ 申込み〆切：11月7日（木）
■ 連絡先：岩谷
   Mail：tadaya-i@chive.ocn.ne.jp

「国際ガールズ・デー職員報告会」
■ 日時：11月30日（土）14時～16時30分
■ 会場：立川市子ども未来センター
　B1 多目的室/立川市錦町3-2-26
■ 参加費無料、事前申込み不要
■ 連絡先：矢島
   Mail：tama-web3@ngo-npo.org　

プラン旭川の会

PLAN サポーターズ（札幌）

プラン名古屋の会 � �

プラン広島の会 �

プラン博多

プラン群馬の会

山形・秋田プランの会

プラン山陰の会 �

プラン支援者の会からイベント開催のお知らせ

�ウェブサイト �フェイスブック
上記アイコンのある会については、以下のプラン・インターナショナルウェブサイトから、各会のページにリンクできます
https://www.plan-international.jp/supporter/plankai

■ 支援者の会に関するお問い合わせ先：リレーション開発部　TEL：03-5481-6100
※「プラン・ニュース」No.113は、2020年4月上旬にお届け予定です

プラン千葉 �

多摩SP会 �

「マイ・プラン・ページ」と
「オンライン手紙フォーム」に
新しい機能を追加しました

（上）受け取ったミシ
ンで縫製をするバン
グラデシュの女性
（左）贈られた装具
により自分の足で立
ち上がれたことを喜
ぶ笑顔のサディア
ちゃん

すごく感じた
49％

まあまあ感じた
46％

あまり感じない
3％

読んでいない2％まったく感じない0％

❶ お知らせ機能を新設しました
❶

❷

❸

❷ コラムをリニューアルしました

❸「オンライン手紙送信フォーム」に
　 機能を追加しました

「プラン支援者の会」は、全国各地の支援者の皆さまが任意で活動を行っています。
「ほかの支援者の皆さんと話がしたい」、「志を同じくする方 と々楽しく活動がしたい」と
お考えの方、お近くのプラン支援者の会に参加してみませんか？

（上）山形・秋田プ
ランの会の皆さま
（左）チャイルドに送
る竹とんぼを作りま
した（プラン千葉）

あなたも
参加しませんか？
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表紙写真：グアテマラ　撮影：安田菜津紀
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〒154-8545東京都世田谷区三軒茶屋 2-11-22サンタワーズセンタービル10F
TEL：03-5481-6100　FAX：03-5481-6200
www.plan-international.jp

PLAN NEWS

プラン・インターナショナルのFacebook、
Instagram、Twitterで活動国の情報や事務局の
日々のあれこれを発信中！ QRコードで読み込み 設問に答えてメールアドレスを

登録するだけ

回答くださった方のなかから抽選で、ささやかなお礼の品をお送りいたします。

私
が
お
返
事
し
ま
す
！

広報マーケティング部
津田恵美 職 員

事務局には日々、支援者の皆さまからさまざまなご意見、お叱りやお褒めの言葉、
支援への思いなどが寄せられます。そんな中から何通かピックアップし、ご紹介していきます。

支援者の皆さまからのご意見・思いをご紹介！

入局以来10年以上支援者サ
ポート業務に携わり、現在はお
もにマーケティング業務を担当

※ウェブサイト上でも様々なコメントをご紹介しています　 https://www.plan-international.jp/about/voice/

Because I am a girl――この言葉をきっ
かけに支援を始めました。私自身も、この
言葉に苦しめられながら生きてきたからだ
と思います。ようやく幸せな大人になれた
今、自分のように、女の子であるがために
苦しんでいる誰かの力になりたい。苦しい
経験をしても、幸せになれる道をつくり出
すことができることを知ってほしい。これ
からも、世界のすべての女の子が幸せな大
人になれるように、微力ながら支援を続け
ていきたいと思っています。（Mさん）

苦しんでいる誰かの
力になりたい

スポンサーになったのは西アフリカ出身の
友人ができたことがきっかけでしたが、行っ
たこともない遠い国のことを知り、思うよう
になったのはプランのおかげだと感じていま
す。チャイルドの引っ越しで支援が終了に
なったり、チャイルドが妊娠したりしたこと
もありました。今は3人目のチャイルドと交
流しています。手紙の翻訳やチャイルドの
写真撮影など、プランを支える皆さまのサ
ポートにも感謝しています。（Kさん）

プランを支える方の
サポートに感謝！

私がまだ子どものとき、決して裕福ではなかった母が街頭の
募金活動に1,000円札を入れたとき、募金は小銭と思ってい
たので「もったいないやん」と言いました。母は「募金ができ
る立場であることは幸せなことなんだ」というようなことを話
してくれました。今から思えば、私の募金に対するターニン
グポイントはこの出来事だったと思います。これからも、で
きることをできる限り続けていきたいと思います。（Mさん）

母の言葉がターニングポイントに

チャイルドが元気に成長していることが、
仕事の励みになっています。チャイルドへ
の手紙が、メール形式で送れると助かりま
す。（Tさん）

チャイルドの成長が
仕事の励みです

すてきなお母さまですね。身近な人の
言動は心に残り、やがて自分自身の行
動にも反映されるのですよね。Mさんの

お母さまの言葉、行動が確実にMさんに繋がった
ということに感動を覚えました。そのきっかけと
なったお母さまにも感謝したいと思います。

プランのSNSをフォローしてください 今号の「プラン・ニュース」について、皆さまのご意見・ご感想をお寄せください

チャイルドとの交流には、
日本や現地で多くのス
タッフやボランティアが

関わっています。日本からの手紙
にふれることは、チャイルドや家
族だけでなく、現地スタッフたち
の励みにもなっています。これか
らもチャイルドと地域の成長を応
援してくださいね。

ご自身の経験から途上国
の女の子にも思いを寄せ
てくださったのですね。M

さんのやさしいお気持ちが彼女た
ちの未来を切り開く原動力になり
ます。そして支援を受けた女の子
が、この先誰かを支える存在にな
れば、やさしい世界がもっと広がっ
ていきますね。

Tさんからの手紙がチャイルドや
家族にとっての励みになっている
のと同様に、Tさんご自身にとっ

ても励みになっているのですね。これこそ
が、交流の意義なのだと感じました。チャ
イルドへの手紙は、インターネットからお
送りいただくこともできます。プランのウェ
ブサイト内、「支援者の方へ」＞「チャイル
ドへの手紙」からぜひ送ってみてください。
https://www.plan-international.jp/
supporter/br/

約3分程度の簡単なアンケートです （回答期限：10月24日（木）まで）
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※「国際NGOプラン・インターナショナル」
で検索してください。

https://www.plan-international.
jp/q/pn112


